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13 款 08

項 02

目 01

A

使用料外

道路台帳

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路橋りょう総務費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,000 円

一 般 財 源 22,185,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 道路橋りょう総務費

当 初 予 算 額 22,190,000 円

目
的

市道の認定や道路改良等に伴う台帳の補
正や整備を行い最新の基礎資料とする。
道路賠償責任保険へ加入し、市道の管理
瑕疵による事故に対応する。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

【道路橋りょう総務】 2,190,000円 0円 0円 5,000円 2,185,000円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 8,519,500 円 総事業費　　A+B 30,709,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

市道の新規認定や改良等に伴う道路台帳の補正及びメッシュ図作成を行い、基礎資料となる道路台
帳を整備する。

市道網図

【道路台帳整備事業】 20,000,000円 0円 0円 0円 20,000,000円

道路賠償責任保険へ加入し、市道の瑕疵により事故が起きた際の対応とする。
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項 02

目 02

A

国
県

負担金外

除雪トラック 除雪ドーザ

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路維持費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

地　方　債 過疎 58,500,000 円

そ　の　他 14,000 円

一 般 財 源 108,327,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 道路維持費

当 初 予 算 額 201,256,000 円

目
的

市道の維持管理・修繕・除雪等を行い、
安全で円滑な道路網を確保する。

財
源
内
訳

国・県支出金 34,415,000 円

【道路維持事業】 74,105,000円 0円 0円 14,000円 74,091,000円

一般財源

人件費コスト  B 2.7人役 20,911,500 円 総事業費　　A+B 222,167,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【道路ストック総点検事業】 5,000,000円 2,915,000円 0円 0円 2,085,000円

舗装の打ち換え・区画線・カラー舗装・防護柵設置等を実施し、安全な通行を確保する。

市内一円の市道について、適切な維持管理・補修・修繕を実施し、安全で円滑な道路網の確保を図る。

【道路環境整備（舗装修繕）事業】 71,000,000円 17,490,000円 53,500,000円 0円 10,000円

（債務負担分）

冬季における交通手段を確保するため、バス路線及び通勤・通学路線を中心に、除雪路線として指定した
市道の除雪及び凍結防止剤の散布を行う。

【除雪車整備事業】 15,120,000円 10,000,000円 5,000,000円 0円 120,000円

道路法面、及び土工構造物点検を実施し、第三者被害の未然防止を図る。

【除雪業務】 36,031,000円 4,010,000円 0円 0円 32,021,000円
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項 02

目 02

A

国

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 道路維持費

当 初 予 算 額 42,600,000 円

目
的

市道法面の落石・土砂崩れ等の防止対策
を施し、交通の安全を確保する。

財
源
内
訳

国・県支出金 20,405,000 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 道路災害防除事業費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

人件費コスト  B 0.7人役 5,421,500 円 総事業費　　A+B 48,021,500 円

　市道法面の危険箇所について、落石・土砂崩れ等の防止対策や既設法面の補修工事を実施することにより、市
道の安全な通行を確保する。

地　方　債 合併 20,100,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,095,000 円

宇波尻線

井尻福冨線

面の子線

吉田三坂線

能義実松線
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項 02

目 03

A

諸収入

※他の道路改良事業を含む

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 85,222,000 円

目
的

幹線道路への接続、交通渋滞の解消、付
近の農業及び地場産業の活動を支援する
道路網の整備により、機能的交通体系の
形成を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 一般市道改良費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

人件費コスト  B 1.4人役 10,843,000 円 総事業費　　A+B 96,065,000 円

成果指標 現状値 目標値

地　方　債 合併・過疎 61,500,000 円

そ　の　他 12,000 円

一 般 財 源 23,710,000 円

　まちづくりの基盤となる交通アクセスの確立を目指し、道路整備計画の中で緊急性・重要性の高い路線から整
備を行い、地域の交通体系の諸問題解消に努める。
　平成30年度は、東十神17号線、細井佐久保線、吉佐町内線、外６路線の道路改良工事及び測量設計委託業務等
を行う。

道路改良事業延長 2ｋｍ 2ｋｍ

東十神17号線道路改良工事

細井佐久保線道路改良工事

吉佐町内線道路改良工事

国副鳥木線道路改良工事

実松２号線道路改良工事

出来須荒島線道路改良工事
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25 款 08

項 02

目 03

A

平成30年度に県が施工する土木事業に対し費用負担する事により、生活基盤の整備促進を図る。

■新世紀道路ネットワーク整備事業（生活関連） …　負担率15％

・本山伯太線（上小竹工区）

■急傾斜地崩壊対策事業（社会資本整備総合交付金事業） …　負担率5％

・目谷地区（旧広瀬幼稚園裏）

■街路事業（交付金事業） …　負担率15％

・都市計画道路飯島線

目谷地区急傾斜地崩壊対策事業

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

事業進捗度(年度末目標） － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 30,000,000 円

目
的

県が施工する工事に対し費用負担する事
により、生活基盤の整備促進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

人件費コスト  B 0.2人役 1,549,000 円 総事業費　　A+B 31,549,000 円

地　方　債 合併 28,500,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,500,000 円
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項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 交通安全施設整備事業費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 13,872,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 10,000,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 道路新設改良費

当 初 予 算 額 10,000,000 円

目
的

交通安全施設の新設・補修を行い、交通
環境の整備と交通事故の発生防止に努め
る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

　カーブミラーや防護柵の設置、照明灯修繕、区画線修繕など交通安全施設の新設・補修を行い、市道交通環境
の整備・改善を図る。

通学路安全対策

（区画線設置）

交通安全対策

（カーブミラー設置）

交通安全対策

（区画線修繕）

交通安全対策

（街路灯修繕）
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項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 杉谷線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 13,872,500 円

　本路線は、国道432号線と主要地方道安来木次線を結ぶ一級道路であり、主要幹線道路に通じる唯一の生活道
路である。未改良区間においては突角により視距が悪く、また、通学バスや冬季の除雪作業車等のすれ違う箇所
が少なく、安全性の高い道路として整備が急がれる。
　これまで、４期にわたり３．５ｋｍを改良してきた。残る奥田原地区までの２．６㎞の未改良区間の内、平成
２８年度から５期区間の約０．８８㎞の改良を進めている。平成３０年度は用地買収を実施する。

地　方　債 辺地 10,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

事業進捗度(年度末目標） 10% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 10,000,000 円

目
的

雲南方面や広瀬方面からのアクセス道路
であり、安全性の高い道路として整備を
行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

未改良区間

約L=2.6km

第５期改良区間

L=880m

用地買収 一式

物件移転補償 一式
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項 02

目 03

A

国

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 中島津田平線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.7人役 5,421,500 円 総事業費　　A+B 40,321,500 円

　本路線は、岩舟地区と市道津田平線を結ぶ路線であり、双方への往来に重要な路線であるが、幅員が狭く対面
交差ができない区間が長くあり、安全性の高い道路として整備を推進する。

地　方　債 過疎 17,400,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 10,000 円

事業進捗度(年度末目標） 60% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 34,900,000 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通
の安全が図られるとともに、双方への往
来に寄与する。

財
源
内
訳

国・県支出金 17,490,000 円

」」

H30年度施工
道路改良工事 Ｌ＝270ｍ
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項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 下ノ原２号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成25年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 15,572,500 円

　総合文化ホール及び給食センターの外周道路とこれに接続する周辺道路について一体的に整備を行うものであ
り、市道北側道・西赤江安来線と切川バイパスを連絡する道路として、下ノ原２号線、下ノ原町内線及び取付道
路の整備を行う。平成30年度は、取付道路部の盛土工及び擁壁工一式を実施する。

地　方　債 過疎 10,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,700,000 円

事業進捗度(年度末目標） 90% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 11,700,000 円

目
的

総合文化ホール及び給食センターの外周
道路を整備すると共に、他路線への迂回
路を整備する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円
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10 会計 01

46 款 08

項 02

目 03

A

用地取得　　一式

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 未明政線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 7,072,500 円

　本路線は、伯太町未明と門生町を結ぶ重要な路線であるが、幅員が狭く、対面交差が不可となる区間が点在す
るため、整備が急がれる。平成30年度は用地取得を進める。

地　方　債 過疎 3,200,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

事業進捗度(年度末目標） 30% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 3,200,000 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通
の安全が図られるとともに、双方への往
来に寄与する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円
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10 会計 01

49 款 08

項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 木戸川東線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成22年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 1.0人役 7,745,000 円 総事業費　　A+B 77,345,000 円

　木戸川総合流域防災事業による河川改修工事との共同施行により、既設橋梁を洪水時の防災に対応した構造に
改築し架け替える。併せて、堤防沿いの現道を市の道路改良事業により拡幅し、安来港飯島線（旧国道）から木
戸川下橋までの区間は対面交通が可能な道路として整備を行う。

地　方　債 合併 66,100,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,500,000 円

事業進捗度(年度末目標） 90% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 69,600,000 円

目
的

県事業である木戸川総合流域防災事業に
併せ、既設橋改修を行い河川断面を確保
する。また堤防沿いの現道を対面交通が
可能な道路とする。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

平成30年度施工

L=100m

道路工事 １式

排水構造物工、構造物撤去工
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10 会計 01

52 款 08

項 02

目 03

A

国

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 安来港飯島線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 2.0人役 15,490,000 円 総事業費　　A+B 206,600,000 円

本路線は安来市内を東西に連絡する補助幹線道路である。当路線の沿道に小中学校があり、通学路として多数の
児童・生徒が利用しているが交通量も多く非常に危険な状況であることから、児童・生徒の通学時の安全確保等
が急務となっている。
このため、本事業により両側歩道及び車道の拡幅整備を行い、安全かつ快適な交通の確保を図る。
平成30年度は、用地取得を推進する。

地　方　債 合併 98,200,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,198,000 円

事業進捗度(年度末目標） 30% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 191,110,000 円

目
的

小中学校の通学路であるが、幅員が狭く
歩道も未整備な箇所があるため、児童生
徒の通学時の安全を確保し、県が進めて
いる安来木次線の整備に併せ、両側歩道
を有する路線として整備を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 87,712,000 円

H30年度：用地取得 一式

物件移転補償 一式

道路改良延長 L=500m
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10 会計 01

55 款 08

項 02

目 03

A

国

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 山根１号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成21年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.7人役 5,421,500 円 総事業費　　A+B 41,221,500 円

　本路線は、県道広瀬荒島線と市道久白意東線を結ぶ路線である。また、安来市と松江市を結ぶ重要路線であ
り、国道９号線で事故・災害等により通行止めが生じた場合に、迂回路の機能を有する道路として整備を行う。

地　方　債 過疎 18,300,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 10,000 円

事業進捗度(年度末目標） 70% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 35,800,000 円

目
的

安来市と松江市を結ぶ重要路線であり、
国道９号線の迂回路としての機能を有す
る道路として整備を行い、交通渋滞の緩
和を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 17,490,000 円
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項 02

目 03

A

国

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 黒鳥細井線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成28年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 19,372,500 円

　本路線は、黒鳥地区と細井地区を結ぶ路線であり、双方への往来に重要な路線である。現況道路は線形が悪く
幅員も狭いことから、対面交差ができない区間が点在するため、より安全性の高い道路として整備するため、改
良工事を行う。平成30年度は用地取得に着手する。

地　方　債 過疎 7,900,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 21,000 円

事業進捗度(年度末目標） 15% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 15,500,000 円

目
的

対面交通が可能な道路整備により、交通
の安全が図られるとともに、地区間の往
来に寄与する。

財
源
内
訳

国・県支出金 7,579,000 円

道路改良延長L=715.5m
H30年度：用地取得一式
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項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 懸川線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成29年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

地　方　債 過疎 10,700,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

事業進捗度(年度末目標） 8% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 10,700,000 円

目
的

現在行き止まりの道路であるが、上吉田
地区と大塚地区の往来の利便性を図るた
め、重要なバイパス道路としてほ場整備
事業に併せて整備を行う。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

　上吉田地区と大塚地区の往来の利便性を図るため、ほ場整備に併せたバイパス道路として早急に整備する必要
がある。平成30年度は用地調査測量を実施し、用地取得を進める。

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 14,572,500 円

平成30年度

用地調査測量 １式 Ｌ＝300ｍ
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10 会計 01

60 款 08

項 02

目 03

A

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 才下10号線道路改良事業費 土木費

事業開始年度 平成24年度 道路橋りょう費

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.6人役 4,647,000 円 総事業費　　A+B 24,647,000 円

地　方　債 過疎 20,000,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 0 円

事業進捗度(年度末目標） 50% 道路新設改良費

当 初 予 算 額 20,000,000 円

目
的

沿線に児童養護施設がある、市道安来荒
島道と宮中川５号線を結ぶ市道である
が、緊急車両の通行改善を図り災害時に
備えた安全性の高い道路として整備を行
う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

　本路線の沿線には、児童養護施設があるが、緊急車両の通行が困難な区間があるため、安全性の高い道路とし
て早急に整備する必要がある。平成30年度は舗装工、水路工を実施する。

事業規模 道路改良 改良延長=616.9m W=9.25m
平成30年度事業

道路改良延長 L=200m
・土 工 一式
・舗装工 A=1000㎡
・水路工 L=200m
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項 02

目 04

A

国

コンクリート主桁部分の鉄筋露出

　高欄・ガードレール、路面凹凸等の主要部材以外の応急工事を順次行う。

橋梁点検車による点検状況

予算に関する説明書ページ数 P63

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 橋りょう維持費

当 初 予 算 額 52,910,000 円

目
的

橋りょう長寿命化の点検及び調査を実施
する。点検結果に基づいて、早急に修繕
が必要な橋りょうについて設計及び修繕
工事を実施する。財

源
内
訳

国・県支出金 27,401,000 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 橋りょう維持費 土木費

事業開始年度 平成30年度 道路橋りょう費

人件費コスト  B 0.8人役 6,196,000 円 総事業費　　A+B 59,106,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 過疎 10,400,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 15,109,000 円

　修繕計画に基づく修繕費の平準化を計りつつ、緊急性の高い橋りょうから順次修繕工事を行い、橋りょうの安
全性を確保するとともに長寿命化を図る。

【橋りょう修繕事業】 25,000,000円 14,575,000円 10,400,000円 0円 25,000円

一般財源

【道路橋りょう長寿命化点検調査事業】 22,000,000円 12,826,000円 0円 0円 9,174,000円

天野前大橋

【橋りょう維持事業】 5,910,000円 0円 0円 0円 5,910,000円

　道路法の維持管理関係における橋りょう点検を島根県道路橋定期点検要領に則り、1橋あたり5年に1度の頻度
で行うことを基本として健全性の診断を行う。点検結果は修繕計画に反映させる。今年度は170橋程度を目標と
して点検を行う。

ロープアクセスによる点検状況

アンカーボルトの抜け出しアンカーボルトの抜け出し
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45 款 08

項 03

目 01

A

国
県

浸水の予防・高潮対策として排水樋門の点検・操作を行い、高潮による浸水を防いでいる。

一級河川及び普通河川の草刈・土砂浚渫を行い、防災対策にあわせ環境美化を図る。

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 河川総務費

当 初 予 算 額 48,910,000 円

目
的

一級河川及び普通河川の維持管理等を行
い、防災対策にあわせ環境美化を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 14,000,000 円

中事業 上下水道の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 河川総務費 土木費

事業開始年度 平成30年度 河川費

人件費コスト  B 0.8人役 6,196,000 円 総事業費　　A+B 55,106,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 34,910,000 円

【河川維持管理事業】 7,910,000円 4,500,000円 0円 0円 3,410,000円

一般財源

【河川浄化対策事業】 21,500,000円 9,500,000円 0円 0円 12,000,000円

大塚・安田地区県営ほ場整備事業にあわせて、松実川及び血入川河川改修を行い用地について創設換地で
取得するものである。

浸水の予防・高潮対策として、新十神、西宮須の2地区に排水ポンプを設置し、高潮による浸水を防いで
いる。

【松実川河川改修事業】 15,500,000円 0円 0円 0円 15,500,000円

【高潮対策事業】 4,000,000円 0円 0円 0円 4,000,000円

西宮須ポンプ場

福井団地ポンプ場

安来港ポンプ場

雑草等による視界不良

河川堤防の美化

雑草等による視界不良
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項 03

目 01

A

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 河川総務費

当 初 予 算 額 6,000,000 円

目
的

異常高潮による床下浸水、路面冠水等の
被害を防ぐため、内水対策を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 上下水道の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 内水対策費 土木費

事業開始年度 平成30年度 河川費

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 9,872,500 円

 台風などによって中海の異常高潮が発生したことによる湖水の逆流や豪雨等による河川水位の上昇によって、
床下浸水・路面冠水などの浸水被害が発生し、住民生活を脅かしている。このため、市管理河川を整備し内水対
策を行うものである。
 平成30年度は、前年度下水道課事業の進捗に合わせて仮設(仮水路を設置)とした部分の本設工事及び付随する
敷地の整地工を実施する。

地　方　債 一般 (河川) 5,400,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 600,000 円
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0.21
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プロパンガス庫
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10
0

W130×H150

0.32

0.20

1.11

0.86

-0.33

0.11

E 十神支3
T 十神支5

A

A'

0.974

0.870

0.870

0.772

0.759水
路
工

L=
20

.0
m

内水対策工事 一式
【H30年度】

・水路工 L=20.0m

・敷地整地工 一式
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A

基金

○国・県事業の推進のため、関係機関との連絡調整を行う。

　また、早期進捗が図られるよう、要望活動、事業協力を行う。

○高速道路網整備等の新規採択に向け、関係機関との協議、調整を行う。

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

事業進捗度(年度末目標） － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 22,616,000 円

目
的

健全で秩序ある都市の発展、適正な土地
利用を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 都市計画総務費 土木費

事業開始年度 平成30年度 都市計画費

人件費コスト  B 2.2人役 17,039,000 円 総事業費　　A+B 39,655,000 円

　健全で秩序ある計画的な都市の発展、適正な土地利用を図るため、課題整理（現状把握、将来都
市像の把握、対象の選定、整備の必要性及び役割の検討）、土地利用規制対策等に関する事業を行
う。
　平成30年度は、都市計画基礎調査作業、和田南土地区画整理事業補助を行う。
　和田南土地区画整理事業に対する補助は、市道予定道路(6m以上)の整備費の1/5

　※安来市和田南土地区画整理事業
　　施 行 者　　安来市和田南土地区画整理組合
　　施行面積　　10.7ヘクタール
　　施行期間　　平成28年6月～平成33年3月
　　事 業 費　　1,200,000千円

地　方　債 0 円

そ　の　他 20,000 円

一 般 財 源 22,596,000 円

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

事業進捗度(年度末目標） － 都市計画総務費

当 初 予 算 額 4,428,000 円

目
的

国・県事業の推進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 道路交通網の充実
予
算
科
目

一般会計

小事業 国・県事業推進費 土木費

事業開始年度 平成30年度 都市計画費

人件費コスト  B 2.1人役 16,264,500 円 総事業費　　A+B 20,692,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 2,000,000 円

一 般 財 源 2,428,000 円
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　○ハーモニータウン汐彩分譲の状況（平成29年12月31日現在）

●年度別分譲状況 ●残区画

年度 件数 区画

H12 59 45

H13 10

H14 9

H15 8

H16 10

H17 19

H18 12

H19 4

H20 8

H21 3

H22 2

H23 0

H24 0

H25 6

H26 20

H27 1

H28 12

H29 1

計 184

中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 住宅団地促進費 土木費

事業開始年度 平成12年度 都市計画費

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,000 円

一 般 財 源 32,214,000 円

事業進捗度(年度末目標） 86% 都市計画総務費

当 初 予 算 額 32,221,000 円

目
的

分譲期間中、住宅地貸付・定期借地権な
どの施策、各種イベント・宣伝広告の実
施及び環境整備などを行うことによって
分譲促進を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 0 円

人件費コスト  B 1.2人役 9,294,000 円 総事業費　　A+B 41,515,000 円

　定住化の促進、安来市の振興を図るため、汐彩住宅団地に住宅地貸付事業・定期借地権制度など
の施策、宣伝広告実施及び環境整備を行い、分譲を促進する。
　安来市土地開発公社との協定に基づき、分譲価格の抑制のため、市公社の事業資金借入金の支払
い利子の補給を行う。

2,416.79 96,667,000

2,326.05 103,742,000

2,607.33 117,816,000

16,271.15 711,923,000 12,824.96 545,786,000

2,545.72 114,293,000

面積（㎡） 金額（円） 面積（㎡） 金額（円）

517.27 20,879,300

0.00 0

0.00 0

1,011.87 44,437,000

2,188.62 79,203,350

744.61 27,207,960

4,424.68 160,519,000

3,303.62 118,075,000

3,180.91 143,691,000

262.24 12,011,000

48,654.58 2,052,918,610

1,581.94 70,229,700

5,049.91 221,379,000

221.87 10,845,300
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予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） 85% 都市計画総務費

当 初 予 算 額 127,323,000 円

目
的

新たな公園の整備を行い、市民の交流の
場と憩いのスペースを創設し、スポーツ
振興・健康増進を図る。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 公園・緑地の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 中海ふれあい公園整備事業費 土木費

事業開始年度 平成27年度 都市計画費

人件費コスト  B 1.4人役 10,843,000 円 総事業費　　A+B 138,166,000 円

　中海ふれあい公園の造成工事（子ども広場・駐車場等）及び、東屋の建築などを行う。
　事業期間：平成２７年度～平成３２年度

地　方　債 0 円

そ　の　他 120,000,000 円

一 般 財 源 7,323,000 円

計画平面図
北工区

南工区 スポーツ広場

スポーツ広場

子ども広場
多目的広場

南工区 スポーツ広場

スポーツ広場

子ども広場
多目的広場
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　　●主な公園・緑地

（都市公園） （その他公園）

　・安来公園 　・十神山なぎさ公園

　・安来運動公園 　・飯梨川河川敷緑地

　・うさぎ山児童遊園 　・安来港湾公園緑地

　・広瀬中央公園 　・三日月公園

　・みさき親水公園 　・飯島工業団地緑地

　・汐彩公園

　公園における老朽化した施設の修繕及び改修を行う。

　　・安来運動公園　　　　　 街路灯修繕工事

　　・広瀬中央公園　　 　　　街路灯修繕工事

　　・三日月公園　　　 　　　タイル張替工事

　　・十神山なぎさ公園　　   遊歩道嵩上げ工事

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

事業進捗度(年度末目標） － 公園費

当 初 予 算 額 23,670,000 円

目
的

都市公園は休息、散歩、遊戯運動等に利
用するばかりでなく、環境保全、生活向
上、社会的潤いとして大きく寄与する。

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 公園・緑地の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 公園管理費 土木費

事業開始年度 平成30年度 都市計画費

人件費コスト  B 0.6人役 4,647,000 円 総事業費　　A+B 28,317,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 20,000,000 円

一 般 財 源 3,670,000 円

【公園等施設改修事業】 5,000,000円 0円 0円 5,000,000円 0円

  都市公園6箇所、児童公園14箇所等、約50箇所の公園・緑地の維持管理に 併せ、各施設の改修、修繕を行う。

【公園管理事業】 18,670,000円 0円 0円 0円 18,670,000円

一般財源
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神塚下水路

大橋東下水路

他　２路線　実施予定

中事業 上下水道の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 下水路改良費 土木費

事業開始年度 平成30年度 都市計画費

予算に関する説明書ページ数 P65

大事業 都市基盤・生活 担当部署 土木建設課

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 8,872,500 円

 まちづくりの基盤となる生活環境保全を図るとともに、雨水及び生活雑排水の汚臭並びに流水の沈滞を解消す
るため、市民生活に密着した下水路の整備に取り組む。

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 5,000,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 都市下水路費

当 初 予 算 額 5,000,000 円

目
的

雨水・生活雑排水の汚臭及び流水の沈滞
をなくし、快適な生活環境づくりを図る

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

大橋東下水路

改良済

神塚下水路
平成３０年度事業 Ｌ＝100ｍ

大橋東下水路

改良済
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特別会計繰出金費（特定環境保全公共下水道事業）

中事業 上下水道の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（公共下水道事業） 土木費

事業開始年度 平成30年度 下水道費

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 547,509,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 547,509,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 下水道費

当 初 予 算 額 547,509,000 円

目
的

特別会計繰出金費（公共下水道事業）

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 下水道課

事業進捗度(年度末目標） － 下水道費

当 初 予 算 額 143,240,000 円

目
的

特別会計繰出金費（特定環境保全公共下
水道事業）

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

中事業 上下水道の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（特定環境保全公共下水道事業） 土木費

事業開始年度 平成30年度 下水道費

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 143,240,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 143,240,000 円
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使用料外

　市営住宅の修繕工事を適宜行い、入居者の快適な住環境を確保する。

　管理代行等に関する指導、家賃決定等法定業務および一部住宅の入居決定等を行う。

（市営住宅）

中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 住宅管理費 土木費

事業開始年度 平成30年度 住宅費

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

地　方　債 0 円

そ　の　他 14,351,000 円

一 般 財 源 38,251,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 住宅管理費

当 初 予 算 額 53,179,000 円

目
的

社会情勢の変化によるニーズの多様化や
増加する住宅困窮者に対する住宅セーフ
ティーネットとしての役割を担うため、
公営住宅を柱に置き、所得の低下や居住
水準の変化に応じた各種の住宅を提供す
ることにより、入居者の快適な住環境を
確保するとともに、適正な維持管理や環
境整備を行う。

財
源
内
訳

国・県支出金 577,000 円

【市営住宅管理代行及び業務委託事業】 36,098,000円 0円 0円 13,356,000円 22,742,000円

一般財源

人件費コスト  B 2.3人役 17,813,500 円 総事業費　　A+B 70,992,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

現年度徴収率 98% 99％以上

【住宅修繕事業】 8,000,000円 0円 0円 0円

総滞納繰越額 1,250千円 1,000千円以下

　市営住宅664戸（公営485戸、特公賃38戸、改良40戸、単独7戸、公社94戸）について、島根県住宅供給公社に
管理運営の委託を行い、効率的で効果的な維持管理や納付指導等を行う。

成果指標 現状値 目標値

8,000,000円

【指導管理事業】 9,081,000円 577,000円 0円 995,000円 7,509,000円
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〔木造住宅耐震診断〕

〔木造住宅耐震化〕

中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 建築指導費 土木費

事業開始年度 平成30年度 住宅費

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

地　方　債 0 円

そ　の　他 777,000 円

一 般 財 源 14,562,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 住宅管理費

当 初 予 算 額 27,913,000 円

目
的

適切な指導と監督を行うことにより、安
来市の建築行政の健全な発展と秩序ある
住環境に務める。建築物の耐震化の促
進、老朽化による倒壊等危険性のある空
き家の対策を行い安全安心なまちづくり
を推進する。

財
源
内
訳

国・県支出金 12,574,000 円

【建築指導事務等】 3,431,400円 0円 0円 777,000円 2,654,400円

一般財源

人件費コスト  B 3.7人役 28,656,500 円 総事業費　　A+B 56,569,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

　安来市の既存木造住宅の耐震化等を促進するため、各種制度要綱に基づいた支援事業を実施する。

　特定行政庁権限による適切な指導、監督及び事務を行い、安来市の建築行政の健全な発展と秩序ある良好な住
環境の形成、安全安心なまちづくりの推進により、市民サービスの向上を図る。

【木造住宅耐震化等促進事業】 2,722,000円 1,841,000円 0円 0円 881,000円

9,001,600円

　市内の空家対策に対して、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、空家等に関する対策を総合的かつ
計画的に実施するため策定した、安来市空家等対策計画(H30.3策定)に基づき空き家対策を行うため、老朽危険
建築物等除却助成事業、安来市空家等対協議会の開催及び特定空家等に対する措置等を実施する。

〔老朽危険建築物等除却助成〕
　老朽化による倒壊等危険性のある建築物の除却により、居住環境及び安全性の向上を図り安全安心なまちづく
りを推進するため、制度要綱に基づいた支援事業を実施する。
　不良住宅及び跡地を地域活性化のために供される空き家住宅又は空き建築物の除却工事に要する費用の一部を
助成。
　・解体工事に要する費用又は「26,000円/㎡」のいずれか少ない額の4/5〔上限100万円〕     　【10件】

【空家等対策事業】 15,009,600円 6,008,000円 0円 0円

　木造住宅（着工昭和56年5月31日以前、階数2階以下）の耐震診断費用の一部を助成。
　・耐震診断に要する費用の10分の9〔上限6万円〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　【5件】

　木造住宅の耐震診断を行い耐震性が低い（上部構造評点が1.0未満）と判定された木造住宅の耐震化に要する
費用の一部を助成。
　・耐震補強設計に要する費用の3分の2〔上限40万円〕　　　　　　　　　　　　　　　　　    【1件】
　・耐震改修工事に要する費用(33,500円/㎡を限度）の23％の3分の2〔上限82.2万円〕        　【1件】
　・耐震改修工事と併せて行う住宅修繕工事に要する費用の1/5〔上限80万円〕     　　　　　　【1件】
　・解体工事に要する費用の23％〔上限40万円〕　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【1件】

成果指標 現状値 目標値

耐震診断及び耐震改修の助成を行う木造住宅の件数 1件 7件

【要安全確認計画記載建築物耐震化促進事業】 6,750,000円 4,725,000円 0円 0円 2,025,000円

　建築物の耐震改修促進法により耐震診断結果の報告が義務付けられた民間の通行障害既存耐震不適格建築物の
所有者に対して補助金を交付することにより、緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進する事を目的とし、要安
全確認計画記載建築物（耐震改修促進計画において指定した通行障害既存耐震不適格建築物）の耐震診断、耐震
改修、建替え又は除却に要する費用の一部を助成する。

　・耐震診断　：耐震診断費用（限度額 面積に応じ3,600円/㎡から1,030円/㎡）の5/6　　【6,750,000円】
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予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

事業進捗度(年度末目標） － 住宅管理費

当 初 予 算 額 22,850,000 円

目
的

地域の中心部における人口減少に歯止め
をかけるため、民間活力による良質な賃
貸住宅の供給の拡大を図り、市民が良好
な住宅環境を得ることによって定住を促
進する。

財
源
内
訳

国・県支出金 20,350,000 円

中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 賃貸住宅助成事業費 土木費

事業開始年度 平成30年度 住宅費

人件費コスト  B 0.5人役 3,872,500 円 総事業費　　A+B 26,722,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 2,500,000 円

　・新築１戸当たり対象経費を合計した額に1/5を乗じて得た額。又は１戸当たり350万円のいずれか少ない額。
　・まちなか居住推進区域内に新築する場合は、50万円/戸を加算。
　・新築１戸当たり県産木材を構造材に50％以上かつ15㎥以上を使用した場合は、１戸当たり50万円を加算。
　・石州瓦を屋根材に50％以上使用した場合は、１戸当たり7万円を加算。

成果指標 現状値 目標値

　中心市街地活性化のため、地域の中心地において民間賃貸住宅を建設するものに対し、その費用の一部を助成
することにより、民間活力による賃貸住宅の供給の拡大を図り、市民が良好な居住環境を得る事によりまちなか
居住を促進する。

【民間賃貸住宅建設補助事業】 22,850,000円 20,350,000円 0円 0円 2,500,000円

一般財源

整備戸数 15戸 5戸
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中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 公営住宅等ストック総合改善事業費 土木費

事業開始年度 平成30年度 住宅費

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 建築住宅課

人件費コスト  B 1.0人役 7,745,000 円 総事業費　　A+B 37,745,000 円

　第二次安来市公営住宅等長寿命化計画に基づき、既存市営住宅ストックをより効率的かつ長期的に活用するた
め、老朽化の進む既存市営住宅の改善工事を行い優良住宅形成に努める。
　平成30年度は、柳団地の高齢者向け外構改善及び駐車場整備工事、和田団地と御崎団地の高齢者向け住戸改善
工事を行う。
　（社会資本整備総合交付金対象事業：交付率＝45％、50％）

地　方　債 公営住宅 15,300,000 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 1,240,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 住宅建設費

当 初 予 算 額 30,000,000 円

目
的

平成26年度に見直しを行った公営住宅等
長寿命化計画に基づき、老朽化の進む公
営住宅等ストックについて順次改善工事
を行い、効率的に長寿命化を図ってい
く。

財
源
内
訳

国・県支出金 13,460,000 円

成果指標 現状値 目標値

公営住宅の一定のバリアフリー整備率（5年間の累計） 30% 40%

（市営柳団地）（市営柳団地）
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　　国土調査法に基づき、安来市が事業主体となって、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、

　境界の位置と面積を測量し、登記を行う。

　　作業工程としては、安来市においては調査開始から登記完了までを概ね３年間を要すこととし、１年

　目は現地調査・測量、２年目は地籍図・地籍簿を作成し、国・県の許可を得た後に、３年目で登記を行

　う。

　・地籍調査対象面積 387.07㎢（公有水面等を除く）

　・平成29年度末現地調査済面積  92.29㎢

■平成30年度事業計画及び事業費

　①２年目工程（地籍簿・地籍図の作成）

　　・中津１地区

　　・安来６地区

　　・梶福留７地区

　②１年目工程（現地調査・測量）

　　・中津２地区

　　・荒島７地区

　　・安来７地区

　　・梶福留６地区

　　・梶福留８地区

計

　③付帯事務費　3,522千円（地元推進員労務賃金、標識等消耗品費　ほか）

　④地籍調査結果修正費　100千円

中事業 住環境の整備
予
算
科
目

一般会計

小事業 地籍調査費 土木費

事業開始年度 昭和40年度 用地管理費

予算に関する説明書ページ数 P67

大事業 都市基盤・生活 担当部署 都市政策課

人件費コスト  B 2.3人役 17,813,500 円 総事業費　　A+B 63,351,500 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 13,174,000 円

事業進捗度(年度末目標） － 用地管理費

当 初 予 算 額 45,538,000 円

目
的

土地の権利を明確化することにより、境
界紛争や境界の不明確化を防ぐととも
に、固定資産税の適正化、公共事業の円
滑化を図る。財

源
内
訳

国・県支出金 32,364,000 円

成果指標 現状値 目標値

進捗率 23.84% 24.16%

0.14㎢ 5,527千円

0.03㎢ 2,703千円

0.97㎢ 2,603千円

1.21㎢ 5,351千円

0.21㎢ 1,954千円

0.03㎢ 794千円

2.36㎢ 13,855千円

3.10㎢ 36,565千円

0.05㎢ 4,057千円

0.52㎢ 10,423千円


